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シンポジウムⅠ

災害医療
「災害の時代に人々の命を守るには？　～赤十字はいかに協働すべきか～」

2 日目　10 月 17 日（金）　9:00 ～ 11:00
第 1 会場（市民会館崇城大学ホール　１F）

座長： 井　清司　（熊本赤十字病院　副院長兼救命救急センター長）
 東　智子　（熊本赤十字病院　看護副部長）

基調講演 東日本大震災時における災害コーディネーション
　東北大学病院　総合地域医療教育支援部、宮城県災害医療コーディネーター　石井　正

S1-02

S1-03

S1-04

S1-01 災害医療コーディネーター主導の医療救護時代を迎えて
　―「独立の日赤」から「協働の日赤」に変わるためにやるべきことは何か？―

長岡赤十字病院　救命救急センター長　内藤　万砂文

日本赤十字社の災害医療と協働への道
　伊豆赤十字病院　事務部長　高桑　大介

自衛隊の災害派遣活動
陸上自衛隊第８師団　副師団長　服部　正

災害の時代に人々の命と健康を守るために赤十字にできること
　熊本赤十字病院　看護副部長　東　智子


